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Abstracts: In the near future, most of infrastructures that were built in the period of high growth of 
economy will be needed to repair. Therefore a large amount of budget will be required for the 
maintenance. Asset management is indispensable in order to use a budget efficiently. In this study, value 
evaluation of bridges in a local city was carried out. Values of bridges are considered as the sum of a 
material value and social value. A material value is analyzed by the cost of repairing with time progress. 
Social value was computed as user cost in road network model analysis.  





















































































































































































































































山口市 宇部市 宇部市 山口市
図-1 土木建設費の比較 
























































































































































































































y = 1.3704x + 173.91
24(24) 












































































































単純合成鈑桁橋である A 橋と，RC コンクリ
ート床板橋である B 橋について，以下に試算
例を示す．A 橋および B 橋の概要を表-2に示
す． 
 まず，最大スパンと上部工工費の関係から
A 橋の上部工工費は 6805.1 万円，B 橋につい
ては 616.8 万円と推定される． 
 次に，上部工費を建設物価デフレーターに
より時価換算し，各橋梁の建設年次における
上部工工費を算出する．A 橋は 1972 年に建設
されており，現在の物価に対する 1972 年当時
の物価の物価指数は，図-7より 0.5938であり，
また， 1955 年に建設された B 橋では，物価
指数は 0.1406 となる．この物価指数により，
建設年次における各橋梁の上部工工費は A 橋
が 2631.7 万円，B 橋では 86.7 万円となった．

























































































































⋅=            (3) 
i:移動の始点ノード  j:移動の終点ノード 
Tij:ノード i -j 間の交通量（台） 
Xi:ノード i の発生交通量（台） 
Yj: ノード j の集中交通量（台） 













クモデル内における OD 交通量を推定する． 
















sDfR     (5) 
R’ij:補正された距離抵抗関数  
f(Dij):距離抵抗関数  s:車線数（本） 









線の設定である．Q-V 曲線とは，交通量 Q と
走行速度 V の関係を示したものであり，以下
に本研究における Q-V 曲線の設定方法を示す． 
図-11に山口県宇部市における時間帯別発
生交通量を示す．宇部市における発生交通量
は，23 時から翌朝 5 時まで極めて少ない．そ




































































































































































































      
(7) 
Vij:リンク i-j 間の走行速度（km/時） 
Vmax,ij:リンク i-j 間の自由走行速度（km/時） 
Vmin,ij:リンク i-j 間の最低走行速度（km/時） 
vij: リンク i-j 間の混雑走行速度（km/時） 
qij: リンク i-j 間の交通量（台/時） 





























































































第3種第1級 11000 60 611 36.7
第3種第2級 9000 50 500 33.1
第3種第3級 8000 30 444 5.0
28(28) 










⎛ −′′= ∑∑ ∑∑
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α   (11) 





















より， i ＝4(%)を用いる． 
対象橋梁は 3.1(4)で採り上げた A 橋およ































































A橋 33 12.1 69.4 81.5
1 29 32.1 17.5 49.6
2 45 9.8 10.2 20.0
3 49 5.2 8.8 14.0
4 33 0.8 24.8 25.6
5 34 2.5 39.2 41.7
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